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新技術工法の選定手順

◆ＮＥＴＩＳ情報より新技術の選定を行う手順は以下のとおり。

②キーワードでの
検索

①工種での検索

③重複の除去 ④技術の選定 ⑤比較表の作成

１. ＮＥＴＩＳ情報より工法の選定を行う場合は、「①工種での検索」、「②キーワードでの検索」を行う。

２. 「①工種での検索」、「②キーワードでの検索」それぞれの結果を「③重複の除去」で絞り込む。

３. 「③重複の除去」で絞り込んだ技術を、選定条件によって確認を行い「④技術の選定」で選定する。

４. 「④技術の選定」で選定した技術の「⑤比較表の作成」を行う。
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①工種での検索

◆工種での検索方法は以下のとおり。

クリック

１.ＮＥＴＩＳトップページを表示する。

２. ▼他の条件を表示 をクリックで工種選択へ移動する。

-操作方法-

↑この様なヘッダーが表示されます

https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

３.目的の工種をプルダウンから選択する。

※工種レベル２は工種レベル１を選択後に表示されます。

工種レベル１

←工種レベル３

工種レベル３、４も同様。
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←工種レベル２

※何もチェック入れないで検索すると全ての情報が出てきます。

http://192.168.16.35/NetisRev/NewIndex.asp
https://www.netis.mlit.go.jp/internalnetis/


①工種での検索

★例題として「三次元バックホウガイダンス」の新技術を工種で検索・抽出する。

１.「土工→土工→掘削工」分類を選び、
　　更に下図の4項目についてチェックし
         　　　　　　　　をクリック。

検索結果８１件が表示される。

２.「ＣＳＶ出力」ボタンをクリックする。

※ダウンロードフォルダ等任意の場所に保存

※Ｅｘｃｅｌでの表示例
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ＣＳＶ出力



②キーワードでの検索

◆キーワードでの検索方法は以下のとおり。

１.ＮＥＴＩＳトップページを表示する。

-操作方法-

※このとき、工種での検索結果のブラウザウィンドウは残しておき、後で新技術詳細情報を確認するため、
　 「新規タブ」若しくは「新規ウインドウ」で新規にＮＥＴＩＳを開くと便利。

２.入力フォームにキーワードを入力。

３.　　　　　　　　　　　　　ボタンのクリックで検索結果を表示する。
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②キーワードでの検索

☆例題「三次元バックホウガイダンス」の新技術をキーワードでの検索・抽出。

１.キーワードの設定

技術名や新技術詳細情報のページに記載されているであろう言葉を選んで複数設定する。

※キーワードでの検索は、工種検索結果での検索漏れを防ぐ目的もあるため、
　キーワードの設定は幅広く行う必要がある。

「3D」、「三次元」、「ガイダンス」の３つを設定

２.それぞれのキーワードで検索。

「3D」での検索結果  １３７件 「三次元」での検索結果  ７１件 「ガイダンス」での検索結果  ４５件

※複数のキーワードで検索する場合は、それぞれ「新規タブ」及び「新規ウインドウ」で検索し検索結果を残しておくと後で利用しやすくなる。

３.ＣＳＶファイルをダウンロードする。

※ダウンロードフォルダ等任意の場所に保存します
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※条件設定も忘れず行う。



③重複の除去

☆重複の除去方法は以下のとおり。

重複の除去の例題
・本例題では、最も簡便な方法で行う。
・Ｅｘｃｅｌの標準機能である「条件付き書式」-「セルの強調表示ルール（Ｈ） 」-「重複する値（Ｄ）...」
　を使用して判定を行う。

１.それぞれのＣＳＶファイルから「技術名称」と「登録番号」を抜き出して表にまとめる。
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③重複の除去

２.表のデータを全て選択し、「条件付き書式」を適用する。

３.赤色で表示されたデータを一つづつ削除する。
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★Ｅｘｃｅｌ上部リボン「ホーム」
「条件付き書式」-「セルの強調表示ルール（Ｈ） 」-「重複する値（Ｄ）...」



③重複の除去

４.重複を削除したデータを表にまとめる。

重複を除去した結果、例題では２６４件の新技術が抽出できた。
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①画面にバックホウ及びバケットの位置を３Ｄで表示できる

②土質は砂質土で礫まじり細粒分質砂

③一般的なバックホウで使用できる

④延長２km程度の大規模な法面整形に適用できること

④技術の選定

◆抽出した技術の選定方法は以下のとおり。

・技術の選定を行う場合、選定条件を複数設定し、全ての抽出技術について確認。
・選定条件は、目的の技術を使用する現場条件（土質、空頭制限等）、周辺の環境、仮設物の有無、
　対象の構造物の形状、時間の制約等で設定。
・詳細設計時等の報告書等がある場合は、それらを参考に選定条件を設定。

☆今回の例題では、選定した技術を使用する現場条件から、以下の４つとした。

１.表にまとめた抽出技術一覧に、選定条件の判定結果を記入できる様に変更を加える。

２.検索結果のＮＥＴＩＳページから、抽出技術の詳細情報ページの内容を確認して選定条件の判定を行う。

※判定した結果を○、×等を用いて記入して記録すると分かりやすくなります。 9



④技術の選定

☆今回の例題では、選定条件全てに適合するのは６技術。
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※例題では見やすいように赤文字にしています。



⑤比較表の作成

◆NETISの比較表作成機能を使用した作成方法は以下のとおり。

１.検索結果ページで該当する新技術の「比較」列のチェックを入れる。

２.「比較」ボタンを押す。

-操作方法-
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⑤比較表の作成

比較表が表示される。

省　略
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⑤比較表の作成

比較表の設定項目説明
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下記のそれぞれの項目にチェックを入れると、目的に合った項目が選択できます。



⑤比較表の作成

エクセル等の任意書式を使用した作成例は以下のとおり。
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